
2019

８
№161

広　報
み な み あ い づ

Public relations of Minami-aizu

舘岩の〝夏〟極まる
～ 会津高原たていわ夏まつり ～



広報みなみあいづ 2019.83 22019.8 広報みなみあいづ

目次 Contents
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フトボール部結成４０周年記念大会
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停電のお知らせ

20 交流広場（４件）
藍を染める /南会津救急フェアのご
案内 /家庭教育応援リーダー育成事
業「親子っていいな」/ イクメンセ
ミナー参加者募集

22 くらしの情報
お知らせ・募集（４件）/ 相談（２件）
/ その他（１件）

23 大宅町長の公務百景
24 健康通信（７件）

むし歯「ゼロ」のお友だち / 胃がん
施設検診の受診期限にご注意くださ
い/乳幼児健診・相談カレンダー/８・
９月の日曜当番医 / 健診結果をご報
告ください / 乳がん検診の日程を追
加します / 心の健康相談

26 図書館へ行こう！
27 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ申し上げます / まちの人口 / 編
集後記

28 消防操法競技南会津町大会

～ テーマ ～
「未来を見据えた地域活力の向上と

持続可能な町づくりを目指して」

地域の課題を解決するためには、

町民と地域、行政が一丸となって協力しあい、

協働のまちづくりに取り組むことが求められることから、

町は「みんなの力は地域の力、みんなで創る協働のまちづくり」を宣言しました。

町民が主役となり、この宣言を着実に推進し、住みよいまちづくりにつなげ、

また、町民との対話を深め、より多くの声を町政に反映させるため、

「まちづくりタウンミーティング（町政懇談会）」を

６月２４日～７月５日の間で６会場にわたり開催しました。

まちづくりタウンミーティング
町長と町民がともに語り合う町政懇談会

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
わ
た
る
主
な
質

疑
応
答
を
、要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

公

共

施

設

等

個
別
施
設
計
画

　

８
０
０
あ
る
公
共
施
設
の

　

中
で
、
１
０
０
施
設
を
廃

止
す
る
計
画
で
す
。

　

活
用
を
模
索
し
た
上
で
、
運
営
が

厳
し
い
施
設
は
廃
止
と
し
て
い
く
べ

き
で
は
。

問　

今
後
も
、
関
係
団
体
や
使

　

用
す
る
方
々
と
相
談
し
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
方
向
に
な
る

よ
う
協
議
を
進
め
ま
す
。

答　

こ
の
計
画
で
、
今
後
の
維

　

持
管
理
費
50
％
縮
減
と
い

う
目
標
達
成
は
可
能
で
す
か
。

問　

今
後
40
年
間
の
試
算
で
は
、

　

50
％
程
度
削
減
し
な
い
と

現
在
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
向
こ
う
10
年
の
個
別
計

画
の
素
案
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

計
画
は
10
年
単
位
で
見
直
し
ま
す
。

答

　

古
い
集
会
所
を
地
区
の
力

　

だ
け
で
修
繕
す
る
の
は
困

難
で
あ
り
、町
の
支
援
が
必
要
で
す
。

　

で
き
る
だ
け
長
持
ち
す
る
工
夫
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

集
会
所
の
維
持
管
理
に
は
、

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
負
担

を
い
た
だ
い
て
ま
す
が
、
町
も
限
ら

れ
た
財
源
で
、
多
く
の
施
設
を
管
理

し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

延
年
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
経

費
を
削
減
す
る
工
夫
を
進
め
ま
す
。

答　

会
津
田
島
祇
園
会
館
の
廃

　

止
に
あ
た
り
、
建
物
を
取

り
壊
す
の
か
、
そ
れ
と
も
誰
か
に
利

用
し
て
も
ら
う
の
か
、
廃
止
後
の
位

置
付
け
は
。

問　

廃
止
す
る
か
ら
そ
れ
で
終

　

わ
り
で
は
な
く
、
総
合
的

に
判
断
し
な
が
ら
、
今
後
の
利
活
用

を
検
討
し
ま
す
。

答

地
域
公
共
交
通
網

形

成

計

画

　

只
見
町
に
行
か
れ
る
方
も

　

い
る
の
で
、
そ
の
方
面
も

経
路
に
加
え
る
べ
き
で
は
。

問　

公
共
交
通
の
連
携
に
あ
た

　

り
近
隣
町
村
と
の
検
討
や

協
議
を
進
め
、
多
く
の
町
民
が
利
用

で
き
る
公
共
交
通
網
を
形
成
し
ま
す
。

答

　

限
ら
れ
た
予
算
で
バ
ス
を

　

運
行
す
る
こ
と
は
、
厳
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
の
車
を
活
用
す
る
な
ど
、
ソ

フ
ト
面
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

問　

町
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

　

の
皆
さ
ん
の
共
助
の
中
で

運
営
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
多
く
の
町
民
が
利
用
し

や
す
い
体
系
を
構
築
し
ま
す
。

答

　

舘
岩
地
域
の
計
画
案
を
、

　

具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
や

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
混
乗
す

る
実
証
実
験
、
松
戸
原
発
田
島
行
き

の
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
計
画
し
て
い

ま
す
。 答

　

デ
マ
ン
ド
交
通
は
期
待
で

　

き
る
政
策
だ
と
思
い
ま
す

が
、
住
民
の
方
へ
の
周
知
が
不
十
分

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

問　

各
地
区
や
高
齢
者
の
集
ま

　

る
サ
ロ
ン
で
の
説
明
、
さ

ら
に
は
民
生
委
員
や
ヘ
ル
パ
ー
通
じ

て
Ｐ
Ｒ
し
、
制
度
の
周
知
に
努
め
ま

す
。 答

　

会
津
高
原
尾
瀬
口
駅
の
路

　

線
バ
ス
に
、
接
続
の
悪
い

時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。

　

改
善
す
べ
き
で
は
。

問　

町
内
の
利
用
者
を
優
先
し

　

た
要
望
を
考
え
て
い
ま
す

が
、
町
外
者
を
町
に
呼
び
込
む
こ
と

も
大
事
な
の
で
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
要
望
に
努
め
ま
す
。

答　

伊
南
地
域
の
公
共
交
通
が

　

今
よ
り
良
く
な
る
計
画
で

す
が
、
具
体
的
に
は
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
一
般
利

　

用
者
が
同
じ
車
両
で
運
行

す
る
方
法
や
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
、

試
験
運
行
を
重
ね
な
が
ら
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

答

まちづくりタウンミーティング
町長と町民がともに語り合う町政懇談会

伊南地域の様子（７月５日＝伊南会館）
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まちづくりタウンミーティング
町長と町民がともに語り合う町政懇談会

県
立
高
等
学
校

統

合

計

画

　
「
子
ど
も
を
南
会
津
高
校

　

に
通
わ
せ
た
い
の
で
、
や

が
て
帰
郷
す
る
」
と
い
う
人
が
、
諦

め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
す
べ
て
を
巻
き
込
ん
で
、

こ
の
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て
も
ら
い

た
い
。 問　

高
等
学
校
の
活
性
化
は
地

　

域
の
活
性
化
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
今
後
の

活
動
を
進
め
ま
す
。

答

南
郷
ス
キ
ー
場
の

運

営

継

続

　

ス
キ
ー
場
は
黒
字
化
が
難

　

し
く
、
町
の
限
ら
れ
た
予

算
で
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で

す
が
、
一
方
で
経
済
波
及
効
果
が
あ

る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
の
収
支
だ
け
で
判
断
せ

ず
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
町

　

の
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

我
慢
す
る
も
の
は
我
慢
す
る
、
や

る
べ
き
こ
と
は
や
る
と
い
う
考
え
方

も
必
要
で
あ
り
、「
自
分
の
と
こ
ろ

は
残
し
て
」
だ
け
で
は
、
い
ず
れ
厳

し
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
時
は
、
お
互
い
に
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
町
も
精
一
杯
努

力
し
ま
す
。

答

そ

の

他

●
農
業
基
盤
整
備

　

計
画
的
に
整
備
を
進
め
な

　

い
と
、
将
来
、
水
稲
農
家

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

行
政
と
し
て
も
、
全
地
区
で
基
盤

整
備
が
進
む
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

問　

ま
ず
は
、
荒
海
地
区
で
手

　

を
挙
げ
て
い
る
地
区
か
ら

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

整
備
し
た
農
地
を
活
用
で
き
る
環

境
を
整
え
る
ま
で
が
、
町
の
責
任
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

答

●
高
清
水
自
然
公
園

　

道
路
の
整
備
、
資
源
保
護

　

へ
の
考
え
は
。

問　

道
路
改
良
に
は
か
な
り
の

　

お
金
が
必
要
に
な
る
の

で
、
可
能
な
範
囲
で
安
全
対
策
に
取

り
組
み
、
安
全
運
転
を
心
が
け
て
い

た
だ
く
よ
う
努
め
ま
す
。

　

高
清
水
自
然
公
園
は
貴
重
な
資
源

で
あ
り
、
そ
の
保
護
や
活
用
に
し
っ

か
り
取
り
組
み
ま
す
。

答

　

各
学
年
に
、
ト
マ
ト
を
栽

　

培
す
る
新
規
就
農
者
の
子

ど
も
た
ち
が
通
い
ま
す
。

　
〝
南
会
津
高
校
が
あ
る
か
ら
、
卒

業
後
は
親
と
と
も
に
働
く
〟
南
会
津

高
校
を
残
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、

町
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

南
会
津
の
よ
う
な
豪
雪
地

　

帯
で
、
通
学
距
離
が
非
常

に
長
い
の
は
県
内
で
も
一
番
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
な
が

ら
、
地
域
を
あ
げ
て
県
に
し
っ
か
り

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

答

　

農
業
と
観
光
の
村
づ
く
り

　

が
南
郷
地
域
の
柱
で
す
。

　

そ
の
核
と
な
る
南
郷
ス
キ
ー
場
の

撤
退
は
防
ぐ
べ
き
。

問　

ス
キ
ー
場
の
地
域
に
対
す

　

る
貢
献
度
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。

　

今
後
も
、
冬
期
間
の
誘
客
や
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
活
用
、
雇
用
対

策
な
ど
に
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
み

ま
す
。 答

●
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く
り

　

桧
沢
川
の
復
旧
工
事
が
終

　

わ
る
と
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を

河
川
敷
に
植
え
て
い
く
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

事
業
実
施
の
流
れ
や
課
題
は
。

問　

河
川
管
理
の
面
で
、
県
と

　

の
協
議
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
事
業
を
進
め
ま
す
。

答

南
郷
ス
キ
ー
場
の
運
営
継
続
へ

新
た
な
指
定
管
理
者
に
み
な
み
や
ま
観
光
㈱

運
営
継
続
を
判
断
、
新
た
な
指
定
管
理

者
を
公
募

　

平
成
31
年
４
月
、
会
津
高
原
南
郷
ス

キ
ー
場
の
指
定
管
理
者
の
㈱
マ
ッ
ク
ア

ー
ス
リ
ゾ
ー
ト
福
島
（
本
社
＝
猪
苗
代

町
）
か
ら
、
事
業
撤
退
の
申
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

町
は
こ
の
申
し
入
れ
を
真
摯
に
受
け

止
め
る
と
と
も
に
、
同
ス
キ
ー
場
が
地

域
に
果
た
し
て
き
た
役
割
や
地
域
の
雇

用
を
守
る
た
め
に
も
、
運
営
を
継
続
す

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
新
た
な
指

定
管
理
者
を
公
募
し
ま
し
た
。

応
募
す
る
事
業
者
が
無
く
、
み
な
み
や

ま
観
光
㈱
と
協
議

　

６
月
５
日
を
申
込
期
限
と
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
地
元
紙
へ
の
記
事
掲
載
な

ど
、
広
く
公
募
を
周
知
し
ま
し
た
が
、

結
果
、
応
募
す
る
事
業
者
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
町
は
、
ス
キ
ー
場
経
営
で
経

験
と
実
績
が
豊
富
な
「
み
な
み
や
ま
観

光
㈱（
渡
部
龍
一
代
表
取
締
役
）」と
、

事
業
継
続
に
向
け
て
運
営
方
針
や
経

費
な
ど
の
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

新
た
な
指
定
管
理
者
を
決
定
、
運
営

継
続
へ

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
や
町
の
方
針
な

ど
を
、
地
域
や
議
会
へ
説
明
し
て
き

た
町
は
、
７
月
24
日
に
町
議
会
臨
時

会
を
開
催
し
、
会
津
高
原
南
郷
ス
キ

ー
場
の
指
定
管
理
に
関
す
る
議
案
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
、
会
津
高
原
南
郷

ス
キ
ー
場
の
運
営
継
続
が
決
ま
り
ま

し
た
。

【
新
た
な
指
定
管
理
者
】

み
な
み
や
ま
観
光
㈱

【
指
定
期
間
】

令
和
元
年
８
月
１
日
～
令
和
３
年
３

月
31
日

さゆり荘の建設工事が着工
町の新たな観光拠点に

鎌入れをする大宅町長

　

６
月
27
日
、
さ
ゆ
り
荘
建
設
事
業
の
第
１
期

工
事
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
棟
建
築
工
事
」
の
安
全
祈

願
祭
・
起
工
式
が
南
郷
地
域
界
地
区
で
行
わ
れ
、

関
係
者
約
30
人
が
出
席
し
工
事
の
無
事
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

起
工
式
で
は
、
大
宅
町
長
が
「
地
域
の
技
術

を
結
集
し
て
作
り
上
げ
て
ほ
し
い
。
町
の
観
光

拠
点
と
す
る
た
め
に
取
り
組
む
」と
あ
い
さ
つ
。

関
係
者
と
と
も
に
鎌
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
温
泉
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宴
会
場

な
ど
が
入
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
棟
を
整
備
し
、
来
年

度
は
、
第
２
期
工
事
と
し
て
宿
泊
棟
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。

南郷地域の様子（６月２４日＝南郷総合センター）

説明内容をメモする出席者（６月２６日＝役場本庁舎）
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女子ソフトボールクラブチーム
「ＧＬＡＮＺ」

女子ソフトボールクラブチーム
「ＧＬＡＮＺ」

結
成
「
Ｇグ

ラ

ン

ツ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｚ
」

　

地
元
に
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
―
。

　

今
か
ら
約
４
年
前
、
こ
の
よ
う
な
声
が
聞
こ

え
て
く
る
中
、
徐
々
に
チ
ー
ム
結
成
へ
の
機
運

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
小
中
学
校
、
さ
ら
に
は

高
等
学
校
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
励
ん
だ
世
代

が
、卒
業
後
に
地
域
に
残
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

町
外
の
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
選
手
や
、
町
内

の
交
流
大
会
に
参
加
す
る
方
な
ど
、
こ
れ
ま
で

競
技
へ
の
関
わ
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、

〝
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
い
〟
と
い
う
個
々
の
思

い
が
大
き
な
輪
と
な
り
、
地
元
企
業
の
協
力
を

得
て
町
内
初
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム「
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｚ
］

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
の
公
式
戦
で
、
東
北
総
合
体
育
大
会
（
国

体
予
選
会
）
の
福
島
県
代
表
選
手
選
考
会
に
位

置
付
け
ら
れ
た
「
第
72
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
成
年
女
子
）」
で
は
、

初
戦
で
敗
れ
た
も
の
の
、
チ
ー
ム
か
ら
２
人
が

国
体
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
競
技
力
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、
次
世
代
の
選
手
の
〝
憧
れ
〟
と
な
る
チ

ー
ム
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍

に
期
待
し
ま
す
。

内野手
児山 美佳（長野）

内野手
星　結奈（大町）

外野手
阿久津 佑実（白河市）

内野手
渡部 美江（中町）

外野手
星　愛里（水無）

外野手
竹田 華蓮（下郷町）

外野手
近内 心音（郡山市）

主将・内野手
渡辺 優南（中町）

投手
渡部 松希（中町）

捕手
小林 稀乃（大町）

投手
五十嵐 まどか（田部）

メンバー紹介

【
オ
ー
ナ
ー
】

㈲
星
建
材
運
輸
（
田
島
字
田
部
原
46
の
１
）

　

産
業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
は
じ
め
、
各

事
業
分
野
で
お
客
さ
ま
の
信
頼
を
得
て
、
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

文
明
社
会
の
副
産
物
で
あ
る
廃
棄
物
を
、
可

能
な
限
り
再
資
源
化
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割

を
担
い
、地
球
環
境
の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

星　

信
雄

チ
ー
ム
を
支
え
る
地
元
企
業

　

私
た
ち
は
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｚ
を
応
援
し
て
い
ま
す

【
ス
ポ
ン
サ
ー
】

食
・
酒
・
笑 

リ
ア
ン
（
田
島
字
谷
地
甲
43
）

　
「
リ
ア
ン
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
〝
絆
〟

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
機
に
地
元
へ
戻
り
、
南
会

津
で
修
行
を
積
み
、
平
成
25
年
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

店
内
に
は
個
室
も
完
備
し
、
メ
ニ
ュ
ー
も
豊

富
で
す
。
20
人
以
上
か
ら
、
貸
切
で
の
ご
宴
会

も
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

渡
部　

友
一

代表兼監督
星　孝典（大町）

コーチ
阿久津 光久（針生）

スコアラー
星　真実（後原）

アドバイザー
湯田 貴明（ 田 部）

㈲星建材運輸

リ
ア

ン

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
経
験
者
や
興
味
の
あ
る
方
、

私
た
ち
と
一
緒
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

　

町
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

県
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以
上

の
女
性

【
活
動
内
容
】

　

公
式
戦
や
交
流（
練
習
）試
合
な
ど
へ
の
参
加

【
使
用
球
】

　

硬
式（
革
）ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
３
号
球

【
練
習
日
程
】

●
日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
後
５
時
30
分

●
場
所　

旧
檜
沢
中
学
校
校
庭

※
場
合
に
よ
っ
て
は
土
日
も
練
習
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

代
表
兼
監
督　

星　

孝
典

電
話
０
９
０
（
２
２
７
４
）
０
１
７
４

メ
ン
バ
ー
大
募
集
!!

　

第
72
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
（
成
年
女
子
）
で
、
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｚ
か
ら

渡
辺
優
南
選
手
と
星
結
奈
選
手
が
国
体
の
福
島

県
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
会
津
か
ら
選
出
さ
れ
る
の

は
初
の
快
挙
。
茨
城
国
体
へ
の
予
選
会
「
東
北

総
合
体
育
大
会
」
は
、
８
月
23
日
（
金
）
か
ら

25
日
（
日
）
に
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
代
表
選
手
に
２
人
選
出
＝
会
津
か
ら
初

目
指
せ
国
体
！
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青少年の主張大会
想い、言葉で伝えたい

南会津高２年
渡部 紫

し ほ

穂 さん
「言葉の力」

田島高１年
白岩 君

き み よ

予 さん
「ＡＩと歩む未来」

桧沢小６年
鈴木 駿

しゅんたろう

太朗 さん
「ぼくを健康にしてくれた南会津町」

舘岩小６年
赤羽 明

あ す き

日希 さん
「仲間とともに、根気強く」

田島第二小６年
室井 玲

れ い と

人 さん
「僕が英語に出会ってから」

伊南小６年
八須賀 真

ま ひ ろ

優 さん
「家族と共に」

南郷小６年
近藤 心

み ゆ

優 さん
「南郷小学校からの発信」

荒海小６年
渡部 愛

あ み

未 さん
「今、わたしにできること」

田島小６年
小椋 瑞

み づ き

月 さん
「私の夢」

舘岩中１年
土器屋 小

こ な つ

夏 さん
「居場所があること」

荒海中３年
仲川 結

ゆ い と

登 さん
「夢への一歩はコミュニケーションから」

南会津中２年
馬場 百

も も か

花 さん
「命」

田島中３年
力丸 藍

あ い り

里 さん
「北方領土現地視察に参加して」

荒海中３年
室井 勝

か つ き

輝 さん
「怪我を乗り越えて」

舘岩中３年
星　真

ま ひ ろ

尋 さん
「「人」として生きること 」

田島中３年
稲本 多

た え

笑 さん
「メディアとの関わり方について」

田島高１年
大桃 優

ゆ う か

花 さん
「人生観」

青
少
年
の
主
張
大
会

想
い
、
言
葉
で
伝
え
た
い
―

　

６
月
30
日
、
御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
青
少
年
の
主
張
大

会
に
は
、
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
小
学
生
７
人
、
中
学
生
８
人
、
高
校
生
３

人
の
計
18
人
が
、
自
分
の
考
え
や
想
い
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
の
題
名
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
２
つ
の
主
張
を
、
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま
す
。

　

南
会
津
町
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。
先
生
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
、

私
の
ク
ラ
ス
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る

場
所
を
作
る
」「
お
店
を
増
や
す
」「
大
人
に
な

っ
て
か
ら
こ
の
町
で
働
け
る
よ
う
に
仕
事
場
を

増
や
す
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
私
も
こ

れ
ら
の
意
見
に
賛
成
で
す
。
で
も
、
こ
の
意
見

を
す
ぐ
に
実
現
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と

だ
と
い
う
こ
と
も
、
話
し
合
っ
た
私
た
ち
み
ん

な
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
南
会

津
町
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
今
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
私
の

学
校
で
は
、
六
年
生
が
毎
朝
校
舎
の
掃
除
を
し

て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
学
校
で
過
ご
し
や
す
く

す
る
た
め
で
す
。
私
た
ち
が
掃
除
を
し
て
い
る

姿
を
見
て
、
先
生
た
ち
は
「
ご
苦
労
様
。
あ
り

が
と
ね
。」
な
ど
、
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
言
葉
を
聞
く
と
、
と
て
も
嬉
し
く
な
り

ま
す
。
朝
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
か
げ
で
、
す

が
す
が
し
い
気
持
ち
で
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
町
で
も
で
き
た

ら
、
遊
ぶ
場
所
や
お
店
、
働
く
場
所
を
す
ぐ
に

は
作
れ
な
く
て
も
、
過
ご
し
や
す
く
気
持
ち
の

良
い
町
を
作
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
一
人
で
で
き
る
こ
と
は
、
ゴ
ミ
は
き
ち

ん
と
持
ち
帰
る
。
落
ち
て
い
た
ら
拾
う
。
こ
の

く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
私
と
同
じ

気
持
ち
の
人
は
い
る
は
ず
で
す
。

　

で
も
、「
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」「
自

分
一
人
く
ら
い
や
っ
た
っ
て
ど
う
も
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。」
と
い
う
気
持
ち
で
ゴ
ミ
を
捨
て
て

し
ま
っ
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
汚
れ
て
い

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

自
分
が
良
く
て
も
回
り
の
こ
と
を
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
、
回
り
の
立
場
だ
っ

た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
か
。
私
だ
っ

た
ら
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
ん
だ
ろ

う
。
町
を
き
れ
い
に
住
み
や
す
く
し
た
い
と
思

わ
な
い
の
。
回
り
の
人
の
こ
と
を
考
え
て
よ
。」

な
ど
と
思
い
、
悲
し
い
気
持
ち
や
怒
り
の
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ん
て
、
た
い
し
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
な
い
。
正
直
、
こ
う
思
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
私
は
気
付
い
た
ん

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
み
ん
な
を

笑
顔
に
す
る
、
幸
せ
に
す
る
力
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
。

　

た
っ
た
一
つ
の
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

こ
の
広
い
南
会
津
町
を
住
み
や
す
く
気
持
ち
の

良
い
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。

　

楽
し
い
遊
び
場
、
便
利
な
お
店
、
自
分
の
就

き
た
い
仕
事
場
・
・
・
こ
れ
ら
が
あ
れ
ば
、
こ

の
町
が
も
っ
と
便
利
に
な
る
こ
と
は
分
か
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
今
の
私
に
は
こ
れ
ら
を
つ
く

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
、自
分
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
、

住
み
良
い
町
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず

つ
増
や
し
て
、
今
よ
り
も
も
っ
と
住
み
や
す
い

南
会
津
町
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、
南

会
津
町
を
も
っ
と
す
て
き
な
町
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

小
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞

今
、
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と

荒
海
小
学
校
６
年　

渡
部 

愛
未

小学生の部 中学生の部 高校生の部

最優秀賞 渡部　愛未 力丸　藍里 ＊

優 秀 賞
鈴木駿太朗　　近藤　心優

小椋　瑞月　　　　　　　

五十嵐　遥　　星　　真尋

稲本　多笑　　　　　　　
白岩　君予

奨 励 賞
赤羽明日希　　室井　玲人

八須賀真優　　　　　　　

土器屋小夏　　仲川　結登

馬場　百花　　室井　勝輝
大桃　優花　　渡部　紫穂

令和元年度 青少年の主張大会
審査結果

南会津中３年
五十嵐 遥

はるか

 さん
「何をすればいいのか」
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か
「
北
方
領
土
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
な
く
、
自
分
自
身
の
問
題
と
は
受
け
止
め
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
業
に
参

加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
方
領
土
問
題
へ
の

考
え
方
が
変
わ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
元
島

民
で
あ
る
得
能
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

中
で
も
私
が
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、「
島

か
ら
出
た
人
に
も
残
っ
た
人
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
苦
し
み
が
あ
る
。」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
択
捉
、
国
後
、
色
丹
、

歯
舞
群
島
は
旧
ソ
連
の
占
領
下
に
置
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
監
視
は
と
て
も
厳
し
く
、
島
か
ら
逃

げ
た
く
て
も
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
監
視
が
手
薄
に
な
る
夜
や
海
が
荒
れ

て
い
る
日
を
選
ん
で
脱
出
を
図
り
、
命
を
落
と

す
人
も
た
く
さ
ん
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
島
か

ら
命
か
ら
が
ら
脱
出
し
た
人
も
、
い
つ
か
故
郷

の
土
を
踏
み
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
根
室
周
辺

に
住
居
を
構
え
る
人
が
多
く
、
今
で
も
そ
の
名

残
は
消
え
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
人
々

の
思
い
は
届
か
ず
、
未
だ
に
四
島
に
帰
れ
な
い

人
達
が
い
る
の
で
す
。
色
丹
出
身
の
得
能
さ
ん

も
そ
の
一
人
。
故
郷
に
戻
れ
な
い
方
々
の
平
均

年
齢
は
八
十
三
才
と
高
齢
で
す
。「
生
ま
れ
故

郷
に
帰
り
た
い
。」
そ
ん
な
当
た
り
前
の
望
み

を
叶
え
ら
れ
ず
、
何
十
年
も
持
ち
続
け
て
い
る

人
達
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
初
め
て
知

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
ふ
ま
え
、
今
、
私
達
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
、
そ
う
考
え
た
時
、「
知
る
」

と
い
う
こ
と
と
「
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
北
方
領
土
に
関

わ
る
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
、
今
の
現
状
を
し
っ
か

り
と
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

後
世
に
伝
え
る
に
し
て
も
、
返
還
運
動
を
す
る

に
し
て
も
、
ま
ず
は
自
分
自
身
で
見
極
め
、
判

断
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
回
、
北
方
領
土
に
つ
い
て
少
し
だ
け
学

ん
だ
私
で
も
、
た
だ
一
言
に
「
四
島
を
返
せ
」

と
い
う
問
題
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。現
在
、

そ
の
四
島
に
は
ロ
シ
ア
人
の
方
々
が
多
く
住
ん

で
い
ま
す
。
故
郷
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
苦
し
み

を
味
わ
っ
た
私
達
日
本
人
が
、
彼
ら
を
追
い
出

す
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
す
の
は
、
ま
た
負
の

連
鎖
が
生
ま
れ
る
だ
け
だ
と
思
う
の
で
す
。
北

方
領
土
は
か
つ
て
日
本
の
所
有
す
る
島
々
で
し

た
。
戦
後
、
や
む
を
得
ず
島
を
離
れ
た
日
本
人

に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
故
郷
で
あ
り
、

現
在
住
ん
で
い
る
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
も
大
切

な
故
郷
で
あ
る
こ
と
に
代
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、北
方
領
土
問
題
に
関
し
て
は
、

立
場
が
違
え
ば
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
実
際
に
現
地
に
赴
き
、

感
じ
た
こ
と
を
発
信
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
は
、
今
回
の
視
察
に
よ
っ
て
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
、
両
国
の
納
得
の
い

く
返
還
が
一
日
で
も
早
く
な
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
と
と
も
に
、
自
分
の
故
郷
も
他
の
民
族
の
故

郷
も
大
切
に
思
う
こ
と
が
で
き
る
平
和
な
世
の

中
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
い
ま
す
。

　

今
、
行
き
た
い
場
所
は
ど
こ
か
と
聞
か
れ
た

ら
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
場
所
を
挙
げ
る
で
し
ょ

う
か
。
思
い
出
の
場
所
、
旅
行
し
た
い
場
所
な

ど
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

お
そ
ら
く
、
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
に
行
き
た
い

と
答
え
る
人
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
等
し
い
と
思
い

ま
す
。
あ
ま
り
に
も
身
近
す
ぎ
て
、
そ
の
大
切

さ
に
気
づ
か
な
い
・
・
・
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
も

し
、
故
郷
に
帰
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
」

と
い
う
状
況
を
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
聞
い
て
ほ
し

い
の
で
す
。

　

昨
年
の
夏
、
私
は
県
が
主
催
す
る
北
方
領
土

青
少
年
現
地
視
察
に
参
加
し
ま
し
た
。
正
直
、

そ
れ
ま
で
は
、
社
会
の
授
業
や
ニ
ュ
ー
ス
で
し

中
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞

北
方
領
土
現
地
視
察
に
参
加
し
て

田
島
中
学
校
３
年　

力
丸 

藍
里

青少年の主張大会
想い、言葉で伝えたい

栄えある受章栄えある受章栄えある受章
　

大
竹
政
信
さ
ん
が
春
の
叙
勲
「
瑞
宝
双
光
章
」
を

め
で
た
く
受
章
さ
れ
、
７
月
16
日
に
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
竹
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
６
月
に
旧
田
島
町
消
防

団
に
入
団
。
平
成
５
年
か
ら
副
分
団
長
、
分
団
長
を

歴
任
し
、
平
成
12
年
か
ら
は
副
団
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

合
併
後
の
町
消
防
団
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
田
島

支
団
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
26
年
に
は
そ
の
指
導
力

と
温
和
な
人
柄
か
ら
推
さ
れ
、
団
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
来
退
団
さ
れ
る
ま
で
48
年
余
り
の
長
き
に
わ
た

り
、
地
域
住
民
の
安
全
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
防

災
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
晴
れ

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
大
竹 

政ま
さ
の
ぶ信 

さ
ん（
長
野
）

　
　
「
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章
」を
受
章

　

町
消
防
団
第
2
支
団
長
の
青
柳
正
則
さ
ん
が
「
藍

綬
褒
章
」
を
め
で
た
く
受
章
さ
れ
、
7
月
17
日
に
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
柳
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に
旧
南
郷
村
消
防
団
に

入
団
。
結
婚
を
機
に
旧
伊
南
村
消
防
団
員
と
な
り
、

以
来
、
37
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、
犠
牲
的
精
神
で

消
防
業
務
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
か
ら
旧
伊
南
支
団
副
支
団
長
、
平
成
31

年
4
月
か
ら
第
2
支
団
長
と
し
て
、
各
種
訓
練
や
消

防
設
備
な
ど
の
管
理
指
導
、
消
防
団
の
資
質
の
向
上

に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
晴
れ

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

春
の
褒
章
青
柳 
正ま

さ
の
り則 

さ
ん（
古
町
）

　
　
「
藍ら

ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章
」を
受
章

高
齢
者
叙
勲
村
井 

民た
み
え重 

さ
ん（
宮
沢
）

　
「
旭き

ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章
」を
受
章

　

村
井
民
重
さ
ん
が
高
齢
者
叙
勲
「
旭
日
双
光
章
」

を
め
で
た
く
受
章
さ
れ
、
6
月
17
日
に
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

村
井
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
に
旧
伊
南
村
議
会
議
員

に
初
当
選
。
以
来
、
平
成
19
年
ま
で
6
期
23
年
の
長

き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
平
成
8
年
か
ら
2
年
間
は

議
長
と
し
て
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
旧
伊
南
村
農
業
委
員
会
委
員
、
旧
伊
南
村

行
政
連
絡
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
晴
れ

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
自
身
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
地
域
へ
の

感
謝
の
意
を
込
め
て
、
ご
本
人
よ
り
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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役場からのお知らせ
town office information

職　種 受験資格 年齢資格等 職務内容
採用予定

人員

看護職員

①日本国籍を有する方
②禁固以上の刑に処さ
　れていない方
③普通自動車第一種免
　許取得者または令和
　２年３月３１日まで
　に取得見込みの方

　令和２年４月１日現在６０歳未満の方で、
保健師助産師看護師法に定める看護師免許
または准看護師免許の取得者

（養成施設を令和２年３月までに卒業する資
格取得見込者を含む。）

　診療補助、看護、健康管
理、保健衛生などの業務
※こぶし苑は夜勤有り。

１人
程度

介護職員 　令和２年４月１日現在６０歳未満の方
　利用者の食事、入浴、排
せつなどの業務

４人
程度

理学・作業
療法士

　令和２年４月１日現在６０歳未満の方で、
理学療法士及び作業療法士法に定める理学
療法士または作業療法士免許の取得者

（養成施設を令和２年３月までに卒業する資
格取得見込者を含む。）

　こぶし苑で、利用者のリ
ハビリ関係や生活機能向
上プログラムの指導など。

１人
程度

事 務 員 　令和２年４月１日現在５０歳未満の方 　一般事務
１人
程度

職種・採用予定人数等

　申込用紙は当法人の関係施設で交付しますので、必要事項を記入の上、当法人本部事務局へ提出してください。
　（申込用紙は、当法人のホームページからも取得できます。）

【郵便請求】・封筒の表に「試験申込用紙請求」と朱書きしてください。
　　　　　・返信用切手（１２０円）と返信先の住所、氏名を明記して、当法人本部事務局へ請求してください。

申　込　方　法

８月２９日（木）
※執務時間中に提出してください。
※郵送の場合も同日必着です。

申　込　締　切

令和２年度 職員採用候補者試験のご案内
～ 介護施設でともに働いてみませんか ～

社会福祉法人
南会津会

試験日時・場所・方法

区分 日　時 場　所 内　容

第１次
試験

９月２２日（日）
受付：午前９時３０分
試験：午前１０時

あたご館 ３階 大ホール
南会津町田島字後原甲
３５８６- １

①一般教養試験
　（高卒程度）
②職場適応性検査

第２次
試験

第１次試験合格者に別途通知

関　係　施　設　名 住　　所 電話番号 問合せ
申　込　用　紙

直接
交付

郵便
請求

提出先

特別養護老人ホーム田島ホーム
（社会福祉法人南会津会本部事務局）

南会津町永田字風下 3-1 0241-63-1118 ○ ○ ○ ○

特別養護老人ホーム伊南ホーム 南会津町古町字太子堂 186-1 0241-76-2900 ○
特別養護老人ホーム南郷ホーム 南会津町片貝字中田 97 0241-73-2811 ○
舘岩高齢者生活福祉センター高夕 南会津町湯ノ花 647 0241-78-5201 ○
特別養護老人ホーム下郷ホーム 下郷町大字沢田字若林甲 1572 0241-67-2047 ○
特別養護老人ホーム只見ホーム 只見町大字長浜字久保田 1 0241-84-7550 ○
特別養護老人ホームあさくさホーム 只見町大字長浜字久保田 11 0241-84-7110 ○
介護老人保健施設こぶし苑 只見町大字長浜字唱平 31 0241-84-2101 ○

社会福祉法人南会津会 関係施設一覧

【問合せ】選挙管理委員会（総務課内）電話0241-62-6100

福島県選挙区
候補者（届出順） 党派 得票数 町の得票数

当 森　　　まさこ 自民 445,547 票 4,701 票
水　野　さちこ 無所属 345,001 票 4,785 票
田　山　雅　仁 Ｎ国 33,326 票 296 票

計 823,874 票 9,782 票

本町の有権者数・投票者数・投票率
区　分 有権者数 投票者数 投票率

男 6,639 人 4,970 人 74.86％
内 18 歳 76 人 30 人 39.47％
内 19 歳 58 人 14 人 24.14％

女 6,959 人 5,033 人 72.32％
内 18 歳 60 人 21 人 35.00％
内 19 歳 63 人 12 人 19.05％

計 13,598 人 10,003 人 73.56％
内 18 歳 136 人 51 人 37.50％
内 19 歳 121 人 26 人 21.49％

７
月
21
日
投
開
票

開  

票  

結  

果

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
７
月

21
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、
自
由
民
主
党

が
57
議
席
、公
明
党
が
14
議
席
を
獲
得
し
、

与
党
は
非
改
選
と
合
わ
せ
て
１
４
１
議
席

と
な
り
過
半
数
を
維
持
ま
し
た
。

　

一
方
、
３
人
が
立
候
補
し
た
福
島
県
選

挙
区
は
、
現
職
の
森
ま
さ
こ
氏
が
他
の
２

福
島
選
挙
区
は
現
職
の
森
氏
が
再
選

投
票
率
は
過
去
２
番
目
の
低
さ

　
　
　

本
町
の
投
票
率
は
73
・
56
％

　

総
務
省
が
発
表
し
た
投
票
率
は
、
選
挙

区
で
48
・
80
％
、
比
例
代
表
で
48
・
79
％

と
な
り
、
50
％
を
下
回
っ
た
の
は
過
去
最

低
の
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
以
来
２
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
全
体
の
投
票
率
は
52
・
41
％
で
、

前
回
か
ら
４
・
71
㌽
下
回
り
ま
し
た
。
ま

た
、
南
会
津
町
の
投
票
率
は
73
・
56
％
と

な
り
ま
し
た
。

比例代表
政党（届出順） 町の得票数 名簿搭載者 町の得票数 政党（届出順） 町の得票数 名簿搭載者 町の得票数

日 本 共 産 党 447 票

小池　　晃 10 票

国 民 民 主 党 865 票

石上としお 34 票
山下よしき 1 票 いそざき哲史 8 票
紙　　智子 14 票 大島九州男 27 票
井上さとし 3 票 小山田つね子 1 票
仁比そうへい 1 票 酒井リョースケ 1 票
しいばかずゆき 1 票 田中ひさや 14 票
青山　了介 1 票 田村　まみ 21 票
有坂ちひろ 2 票 中沢　　健 1 票
山本千代子 1 票 浜野よしふみ 44 票
山本のりこ 2 票 ひめいゆみこ 6 票

自 由 民 主 党 2,400 票
（2,396 票）

赤池まさあき 9 票 円　より子 11 票
ありむら治子 27 票 山下ようこ 14 票
石田まさひろ 13 票

日 本 維 新 の 会 382 票

むろい邦彦 151 票
糸川まさあき 5 票 藤巻　健史 1 票
井上よしゆき 3 票 山口かずゆき 18 票
えとうせいいち 5 票 鈴木　宗男 13 票
小川しんじ 5 票 しばた　巧 1 票
おだち源幸 8 票 いわぶち美智子 1 票
かくた充由 9 票 奥田　まり 1 票
北村　経夫 14 票 くわはらくみこ 1 票
木村よしお 6 票 森口あゆみ 3 票
佐藤のぶあき 239 票 幸 福 実 現 党 28 票 松島ひろのり 1 票
佐藤まさひさ 85 票 及川　幸久 1 票
山東　昭子 15 票

立 憲 民 主 党 1,166 票

石川　大我 3 票
田中まさし 5 票 市井紗耶香 4 票
つげ　芳文 419 票 今泉　まお 2 票
中田　　宏 11 票 奥村まさよし 2 票
橋本　聖子 14 票 小沢まさひと 74 票
羽生田たかし 13 票 おしどりマコ 2 票
ひがなつみ 19 票 おまた一平 1 票
本田あきこ 11 票 川田　龍平 5 票
水口なおと 6 票 岸　まきこ 86 票
宮崎まさお 11 票 斉藤　りえ 3 票
宮本しゅうじ 120 票 佐藤かおり 1 票
山田　太郎 58 票 白沢　みき 4 票
山田としお 45 票 須藤　元気 5 票
山本　左近 13 票 中村ゆきこ 1 票
和田まさむね 12 票 深貝とおる 2 票

★ 三木とおる （4 票） ふじた幸久 5 票

オ リ ー ブ の 木 35 票 黒川あつひこ ３票 まのさとし 1 票
若林　アキ 2 票 もりやたかし 4 票

社 会 民 主 党 250 票
吉田ただとも 68 票 吉川さおり 44 票
仲村　みお 1 票 若林ともこ 2 票
矢野あつ子 5 票 労 働 の 解 放 を

めざす労働者党 5 票 林ひろよし 4 票

公 明 党 614 票

若松かねしげ 472 票 吉村ふみお 1 票
Ｎ Ｈ Ｋ か ら
国 民 を 守 る 党 141 票 立花　孝志 14 票

平木だいさく 3 票 浜田　　聡 7 票
新妻ひでき 1 票 安楽死制度を考える会 23 票 佐野　秀光 5 票
山本かなえ 8 票

れ い わ 新 選 組
191 票

（179 票）

山本　太郎 144 票
山本ひろし 18 票 はすいけ透 4 票
かわの義博 1 票 やすとみ歩 1 票
塩田ひろあき 3 票 三井よしふみ 1 票
高橋　次郎 1 票 大西つねき 5 票
塩崎　　剛 1 票 渡辺てる子 6 票
角田健一郎 1 票 ★ ふなごやすひこ （5 票）

　※名簿搭載者は、得票者のみ掲載しています。
※案分票の切り捨てにより、合計票数が合わない

　　場合があります。

★ 木村　英子 （7 票）
計 6,547 票 計 2,649 票

★は優先的に当選人となるべき候補者です。（特定枠）

人
を
抑
え
て
３
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

役場からのお知らせ
town office information
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役場からのお知らせ
town office information

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
７
８
２
９

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
地
方
法
務
局　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

　
　
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

】http://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/fukushim
a/

最
終
回
「
親
か
ら
相
続
し
た
土
地
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　

弟
と
均
等
に
分
け
た
い
」

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

境
界
点
を
調
査
す
る
に
は
、
現
地

の
使
用
状
況
や
境
界
杭
の
埋
設
状
況

の
確
認
の
ほ
か
、
法
務
局
や
役
場
で

保
管
し
て
い
る
公
的
資
料
の
検
討
お

よ
び
現
地
の
測
量
結
果
と
の
照
合
な

ど
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
地
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
お
隣

の
土
地
の
所
有
者
や
自
治
体
の
担
当

者
の
立
会
い
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
一
般
の
方

に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

も
し
、
質
問
者
が
分
筆
登
記
に
つ

い
て
専
門
家
へ
の
依
頼
を
検
討
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
土
地
家
屋
調
査

士
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

土
地
家
屋
調
査
士
は
不
動
産
登
記

に
関
す
る
測
量
お
よ
び
法
律
の
プ
ロ

で
あ
り
、
地
域
の
実
情
に
も
精
通
し

て
い
る
専
門
家
で
す
。

最
近
、
母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

母
の
相
続
人
は
、
私
と
弟
の
二

人
だ
け
で
、
相
続
す
る
不
動
産
は

２
０
０
坪
の
土
地
が
１
筆
で
す
。

　

こ
の
土
地
を
１
０
０
坪
ず
つ
均
等

に
分
け
て
、
私
と
弟
が
そ
れ
ぞ
れ
土

地
の
所
有
者
と
な
る
よ
う
に
相
続
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す

か
。

登
記
上
の
手
続
き
は
、
ま
ず
土

地
を
均
等
に
分
け
る
登
記
（
分

筆
登
記
）
を
行
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
土
地
に
つ
い
て
質
問
者
と
弟
が
単

独
の
所
有
者
と
な
る
よ
う
に
、
母
親

か
ら
所
有
権
を
移
転
す
る
登
記
（
相

続
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登

記
）
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

分
筆
登
記
を
法
務
局
へ
申
請
す
る

際
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
正
し

い
境
界
点
（
筆
界
点
）
を
全
て
把
握

　

不
動
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
後
、
長
期
間
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
土

地
が
多
く
存
在
し
、
所
有
者
不
明
の
土
地
が
発
生
し
た
り
空
き
家
問
題
に
な
る

な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
相
続
登
記
に
関
す
る
疑
問
や
解
決
方
法
な
ど
を
お
伝
え

し
ま
す
。

答 問 連
載
コ
ラ
ム
「
相
続
登
記
」

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています
　弊社は、今年７月に南郷地域で新しい工場を稼働し、主に自動車関連の鉄鋳物※を生産しています。世界唯一の特殊技術である「Ｈプロセス工法※」
を用いて、他社ではできない精密な鋳物を生産し、国内だけでなく世界にも部品を
提供しています。
　現在、本社工場（只見町）と南郷工場の２か所で安定した量産体制を整えており、
本格的な量産を行っているのは、世界で会津工場だけです。

株式会社 会津工場
南郷工場

シリーズ 17

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

【鉄鋳物とは】
　加熱して溶かした鉄を型に流し込
み、冷えて固まった後、型から取り
出して作った（鋳造）金属製品。

【Ｈプロセス工法とは】
　Ｈプロセスとは、横スタック鋳造
法とも呼べるもので、一度に多数個
の鋳物を鋳造する方法。

　国内外のカーエアコンのコンプレッサー部品をはじめ、国内自動車
メーカーの多種にわたる鉄鋳物部品を提供しています。
　また、自動車関連以外では、アウトドアメーカーの鋳物鍋も製造し
ています。
○自動車名：クラウン・ランドクルーザー・レクサスＬＳなど。

　●会社の主な業務実績

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　社名にもあるとおり、会津に根を生やした企業として社訓でもある
「会津から世界へ」を合言葉とし、グローバルに活躍できる企業を目指
しています。
　常に新しい可能性を追求し、失敗を恐れず新しい技術にチャレンジ
するチャレンジャー企業です！
　地元会津の土地で、新しい技術を育てたいという一心で山のような
不良品と戦い、チャンレンジしてきたからこそ、今の安定した量産体
制に結びついています。

【会社概要】
◆代表取締役：鈴木直記　　◆設立：１９７５（昭和５０）年１月　　◆住所：只見町二軒在家上タモ７２１- １（本社）　南会津町片貝字二本柳４９４- ５（南郷工場）
◆ＴＥＬ：０２４１- ８６- ２５５３（本社）　　◆従業員数：１４３人（男１１６人・女２７人で内非正社員３人）
◆採用情報：正社員（高卒）５名募集！　　◆ＵＲＬ：https://www.kabuaizu.co.jp 

製　造　の　様　子

高精度鋳造品製造機械
会社の製品

南会津町プレミアム付商品券を発行します消　費　税
増税対策

　１０月に消費税・地方消費税の引き上げが予定されています。

　引き上げによって住民税非課税者、子育て世帯の家計に与える影響を緩和するとともに、地域内の消費の喚起と下支え

を目的として、２５％のプレミアムが付く「南会津町プレミアム付商品券」を発行します。

　なお、商品券を購入できる方は次のとおりです。（①と②の両方で対象になる方は、両方の条件で購入できます。）

新たな〝詐欺〟にご注意を！
　商品券の発行によって、新たな詐欺が心配されますので、十分ご注意く

ださい。

◆南会津町プレミアム付商品券自体を直接郵送することはありません！
◆「商品券を送るので、販売額を口座へ振り込んでください」は詐欺です！

購入対象者

①住民税非課税者 ②子育て世帯

　令和元年度に住民税（均等割）が課税されてい

ない方

※住民税課税者に扶養されている方（配偶者や扶

　養親族など。）、生活保護受給者などは除きます。

　平成２８年４月２日から令和元年９月３０日ま

でに生まれた子どもを持つ世帯の世帯主

販　売　額 １冊４, ０００円（５００円券×１０枚つづりで５, ０００円分の商品券）

購 入 限 度 １人５冊 対象となる子ども１人につき５冊

申 請 手 続

①該当する可能性のある方に、８月下旬に「購入

　引換券交付申請書」を郵送しますので、必要事

　項を記入し、同封の返信用封筒で郵送、または

　申請先へ持参してください。

②申請受付後、交付決定した方には、９月中旬頃

　から順次「購入引換券」を郵送します。

　【申請期限】

　１１月２９日（金）まで。

　【申請先】

　健康福祉課または各総合支所町民課

※申請は不要です。

　９月中旬頃から順次、対象の世帯主の方に「購

入引換券」を郵送します。

購 入 方 法 郵送された「購入引換券」を提示して、商品券を購入してください。

購 入 場 所 南会津町役場本庁舎または各総合支所の販売窓口

販 売 期 間
９月２４日（火）～ 翌年２月２８日（金）　午前８時３０分～午後５時１５分

※土日祝日、年末年始の閉庁日を除く。

使 用 期 間 １０月１日（火）～ 翌年３月１５日（日）　　　　　　　　　　　　

取　扱　店 決定次第、町のホームページなどでお知らせします。

問　合　せ

【商品券の販売・購入に関すること】商工観光課　商工振興係　電話０２４１- ６２- ６２００

【交付申請・購入引換券に関すること】健康福祉課　社会福祉係　電話０２４１- ６２- ６１７０

【町 民 税 に 関 す る こ と】税　務　課　町　税　係　電話０２４１- ６２- ６１１０
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town office information

住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

東 京 都 足 立 区 斉藤　雄一　様 東 京 都 練 馬 区 荒　　浩二　様 埼玉県富士見市 君島　宏明　様

東 京 都 江 東 区 佐藤　　茂　様 東 京 都 町 田 市 高山謙太郎　様 愛 知 県 碧 南 市 星　　金次　様

東 京 都 大 田 区 茨田　雅行　様 千 葉 県 千 葉 市 梶　　佳佑　様 兵 庫 県 西 宮 市 髙石　義隆　様

東 京 都 大 田 区 金藤　寿治　様 茨 城 県 取 手 市 高橋　明彦　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

東 京 都 練 馬 区 吉田　佳央　様 埼玉県さいたま市 斉藤　豊和　様 匿 名 希 望 １６件

【いただいたメッセージ】
※紙面の都合上、一部省略して掲載しています。ご了承ください。

▼これからの時代を担う子どもたちの育成にお役立て下さい。
▼高校卒業までお世話になっていました。会津の自然大好きです。
▼豊かな自然で美味しい野菜をこれからも作ってください !!
▼毎年、観光で訪れています。自分にとっては、ふるさとと同様
　です。これからも、町が発展できるよう、応援を続けます。
▼子どもたちの、輝かしい未来のために使って下さい。
▼応援しています。頑張ってください。

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォ
ンからもお申し込みができるほか、クレジッ
ト決済もできます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

【問合せ】総合政策課 企画政策係
　　　　　電話 0241-62-6210

南会津町 ふるさと納税

６月１６日から７月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計３０件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

８月の納税こよみ
町　　県　　民　　税　　第２期
国 民 健 康 保 険 税　　第２期
介 　 護 　 保 　 険 　 料　　第２期
後期高齢者医療保険料　　第１期
国　　民　　年　　金　　７月分

納期限は９月２日（月）です

納税に関するお問い合わせは
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

　

舘
岩
地
域
は
町
内
有
数
の
「
そ
ば

の
産
地
」
で
あ
り
、
自
慢
の
手
打
ち

そ
ば
を
振
舞
う
お
食
事
処
も
満
載
で

す
。

　

ま
た
、
湯
ノ
岐
渓
谷
に
あ
る
湯
ノ

花
温
泉
郷
に
は
20
数
件
余
り
の
旅
館

や
民
宿
が
立
ち
並
び
、
数
あ
る
郷
土

料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
弘
法
の
湯
を
は
じ
め
と
す
る
４

つ
の
共
同
浴
場
は
、
地
域
住
民
や
観

日　

時

８
月
25
日
（
日
）

午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分

受　

付

湯
ノ
花
温
泉
「
星
商
店
」

参
加
料

２
５
０
０
円
（
入
浴
券
付
）

定　

員

70
人
限
定
（
要
予
約
）

参
加
予
定
店
（
５
店
）

ふ
じ
や
・
い
せ
や
・
紅
葉
館

滝
音
・
山
楽

問
合
せ

星
商
店

℡
０
２
４
１（
７
８
）７
１
２
２

第
９
回

湯
ノ
花
温
泉

「
裁
ち
蕎
麦
ま
つ
り
」
開
催

光
客
と
の
交
流
の
場
と
し
て

も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
５
軒

の
そ
ば
処
を
巡
り
な
が
ら
、

各
店
自
慢
の
そ
ば
に
舌
鼓
。

さ
ら
に
、
情
緒
あ
ふ
れ
る
温

泉
に
ゆ
る
り
と
浸
か
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【受付】星商店

す
ま
い
る
だ
よ
り

「
社
会
で
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る
」

ｖｏｌ 16

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
子

育
て
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
オ
ギ
ャ
ー
と
泣
い
て
こ
の
世
に

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
た
そ
の
と
き
か

ら
、
家
族
は
「
元
気
に
育
つ
こ
と
」

や
「
一
人
前
の
大
人
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
」
を
願
い
な
が
ら
子
育
て
を

す
る
の
は
、
世
界
共
通
の
親
の
想
い

の
よ
う
で
す
。

病
気
を
す
れ
ば
看
病
し
、
日
々

の
お
弁
当
を
作
っ
て
持
た
せ

た
り
、
間
違
っ
た
こ
と
を
し
た
と
き

に
は
全
力
で
怒
っ
た
り
、
一
緒
に
泣

い
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
育
て
て

き
た
子
ど
も
も
、
多
く
の
場
合
、
小

学
校
高
学
年
の
頃
か
ら
だ
ん
だ
ん
親

に
自
分
の
こ
と
を
話
さ
な
く
な
り
、

高
校
の
頃
に
は
「
う
ち
の
子
、
何
を

考
え
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
」
「
一

人
で
大
き
く
な
っ
た
よ
う
な
顔
し
て

過
ご
し
て
い
る
」
と
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
子
育
て
に
終
わ

り
は
な
く
て
も
、
親
と
子
の

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

関
係
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ

で
今
日
は
、
子
ど
も
が
親
元
を
離
れ

て
社
会
で
生
活
し
て
い
く
と
き
に
必

要
な
力
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

進
学
や
就
職
で
親
か
ら
離
れ
て

生
活
す
る
そ
ん
な
と
き
、
必

要
に
な
る
の
は
「
自
分
で
自
分
を
ケ

ア
で
き
る
」
「
困
っ
た
と
き
に
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
出
せ
る
」
と
い
う
力
に
な
り
ま

す
。自

分
自
身
を
ケ
ア
す
る
た
め
に

必
要
な
技
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
例
え
ば
、
料
理
や
洗
濯
、
掃

除
な
ど
の
生
活
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
こ
と
や
、
お
金
の
管
理
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
人
に
だ
ま
さ
れ
や
す
か
っ

た
り
押
し
切
ら
れ
や
す
か
っ
た
り
す

る
場
合
は
、
「
断
り
方
」
を
身
に
付

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
実
用
的
な
生
活
ス
キ

ル
は
、
一
朝
一
夕
で
身
に
着

く
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手
伝
い

や
お
小
遣
い
の
使
い
方
を
通
し
て
少

し
ず
つ
具
体
的
に
教
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

ま
た
、
困
っ
た
と
き
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
出
す
た
め
に
は
、
自
分
の

気
持
ち
を
説
明
す
る
経
験
を
多
く
し

て
い
る
こ
と
が
役
に
立
つ
よ
う
で

す
。
気
持
ち
は
目
に
見
え
な
い
複
雑

な
も
の
な
の
で
、
表
現
が
非
常
に
難

し
い
も
の
で
す
。
気
持
ち
を
表
現
す

る
練
習
と
し
て
は
、
日
々
の
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
を

共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
過
去
に
人
に
相
談
す

る
こ
と
で
悩
み
を
解
消
し
た
経
験
が

あ
る
人
は
、
ま
た
相
談
し
よ
う
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
そ
ん
な
経
験
が
で
き
る

よ
う
に
、
周
り
の
大
人
が
本

人
に
声
を
か
け
、
相
談
す
る
こ
と
の

よ
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
と
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
ど
も
自
身
に
は
、
親
元
を
離

れ
る
前
に
「
社
会
に
出
る
こ

と
」
を
知
識
と
し
て
理
解
し
て
も
ら

え
た
ら
、
家
族
の
安
心
材
料
を
ひ
と

つ
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
、
こ
ど
も
が
気
楽
に
読
み
物

と
し
て
手
に
と
れ
る
よ
う
な
本
と
い

う
形
で
、
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
も

お
勧
め
で
す
。

今
回
「
お
す
す
め
図
書
」
と
し

て
紹
介
し
て
い
る
「
生
き
る

冒
険
地
図
」
と
い
う
本
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
。
専
門
家
（
精
神
科
の
看
護

師
や
医
師
、
子
ど
も
支
援
の
団
体
）

が
協
力
し
て
作
成
し
た
「
社
会
で
生

き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
」
が
つ
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
本
の
最
後
に
「
全
部

は
解
決
で
き
な
い
け
ど
、
ち
ょ
っ
と

楽
し
い
時
間
を
作
る
た
め
に
毎
日
の

生
活
の
知
恵
と
工
夫
と
考
え
た
こ
と

を
こ
の
地
図
に
た
く
し
ま
し
た
」
と

い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し

て
い
る
専
門
家
や
相
談
相
手
か
ら
ヒ

ン
ト
を
も
ら
い
な
が
ら
や
っ
て
い
く

こ
と
も
、
終
わ
り
の
な
い
子
育
て
に

は
必
要
な
と
き
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

【
お
す
す
め
図
書
】

生
き
る
冒
険
地
図

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ル
ス
ア
ル
ハ
／
著

細
尾
ち
あ
き
／
文
と
絵

【
参
考
Ｗ
Ｅ
Ｂ
】

子
ど
も
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

https://kidsinfost.net/
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

田島寿学園駒戸学級と保育所児童が交流
七夕飾りに願い込め

記した願いがかないますように

田島スポーツ少年団男子ソフトボール部
結成４０周年の記念大会

準優勝に輝いた田島男子の皆さん

　

田
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
の
結
成
40
周
年
を
記
念
し
た
「
第
17
回
た
じ

ま
夢
カ
ッ
プ
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
、

６
月
29
日
、
び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
町
内
外
か
ら
20
チ
ー
ム
が
参
加
。

「
夢
」
と
「
絆
」
の
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優
勝
を
競
い
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
に
結
成
し
た
同
部
は
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

を
導
き
、
こ
の
間
、
県
大
会
や
全
国
大
会
に
も

出
場
し
て
き
ま
し
た
。

　

部
長
の
湯
田
賢
史
さ
ん
（
上
中
町
）
は
、「
築

か
れ
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
競
技

力
の
向
上
に
努
め
ま
す
」と
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

ま ち の 話 題
news ＆ topics

　

７
月
４
日
、
び
わ
の
か
げ
保
育
所
で
七
夕
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
島
寿
学
園
の
駒
戸
学
級
生
と
子
ど
も
た
ち

が
、
一
緒
に
作
っ
た
色
と
り
ど
り
の
七
夕
飾
り

や
、
願
い
事
が
書
か
れ
た
短
冊
な
ど
を
笹
竹
に

飾
り
付
け
て
、
七
夕
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
笹
竹
を
前
に
、
駒
戸
学
級
生

と
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
笑
い
声
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

田島太鼓龍巳会「白鼓」が準優勝
世界に通じる〝和〟の音色

準優勝に輝いたメンバー

　

プ
ロ
集
団
な
ど
の
強
豪
が
ひ
し
め
く
「
第
50

回
岡
谷
太
鼓
ま
つ
り
世
界
和
太
鼓
打
ち
比
べ
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
６
月
30
日
、
岡
谷
市
文
化
会
館

カ
ノ
ラ
ホ
ー
ル（
長
野
県
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
島
太
鼓
龍
巳
会
「
白
鼓
」
は
、
町
の
創
建

話
を
基
に
し
た
創
作
曲
「
ざ
ん
ざ
」
を
華
麗
に

演
奏
。
優
勝
団
体
と
は
わ
ず
か
1
点
差
と
い
う

結
果
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
渡
部
龍
大
さ
ん
は
、「
惜
し
く

も
準
優
勝
で
し
た
が
、
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題

の
1
点
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
課
題
を
克
服
し

て
来
年
こ
そ
は
優
勝
し
た
い
」
と
大
会
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
多
く
の
方
に
町
の
創
建
話
の
内

容
を
聞
か
れ
る
な
ど
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
貢
献
で

き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
喜
び
が
い
っ
ぱ
い

会
津
鉄
道
㈱
「
お
座
ト
ロ
展
望
列
車
試
乗
会
」

　

さ
ら
に
、
塔
の
へ
つ
り
駅
～
湯
野
上
温
泉
駅
間
に

あ
る
「
鉄
橋
上
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
で
停
車
す
る

と
、
高
い
と
こ
ろ
は
苦
手
な
り
に
も
、
目
に
映
り
こ

ん
で
く
る
壮
大
な
景
色
に
感
動
し
て
い
た
よ
う
す
で

し
た
。

　

停
車
駅
の
湯
野
上
温
泉
駅
は
、
日
本
で
も
珍
し
い

「
茅
葺
き
屋
根
の
駅
舎
」。
駅
舎
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮

影
し
た
あ
と
は
隣
接
す
る
足
湯
に
入
る
な
ど
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
津
鉄
道
沿
線
市
町
（
会
津
若
松
市
・
会
津
美
里
町
・

下
郷
町
・
南
会
津
町
）
の
、
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園

児
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
る
、
お
座
ト
ロ
展
望
列
車

の
試
乗
会
。
町
内
７
つ
の
保
育
所
な
ど
の
年
長
児
を
対

象
に
、
６
月
25
日
と
26
日
の
両
日
、
臨
時
列
車
が
会
津

田
島
駅
～
湯
野
上
温
泉
駅
を
往
復
し
ま
し
た
。

　

途
中
、
会
津
下
郷
駅
～
弥
五
島
駅
間
に
あ
る
ト
ン
ネ

ル
内
で
は
、
ト
ロ
ッ
コ
席
限
定
で
「
ト
ン
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
」
が
上
映
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
映

し
出
さ
れ
た
映
像
を
見
て
い
ま
し
た
。

改修工事による
館内停電のお知らせ
　　●日時　８月２６日（月）
　　　　　　午前９時～正午
※開館していますが、自動販売機や
　公衆電話、トイレなどはご利用で
　きません。
※図書館は休館日です。

【緊急時連絡先】
総務課　電話0241-62-6100

クラシック初心者でも楽しめる特別演奏会。
誰もが一度は耳にしたことのある名曲の数々をお送りします！

2019年8月25日（日）
御蔵入交流館 文化ホール
開場 14：15／開演 15：00

チケット
好評発売中

■入場料／前売 3,000円（全席指定・税込）

　　　　　当日 3,500円（全席指定・税込）

■プレイガイド・問合せ
　御蔵入交流館　電話0241-62-6311
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交 流 広 場交 流 広 場

藍 を 染 め る
～受け継がれる伝統文化を体験～

会津田島祇園祭で身に付ける裃などに用いられる藍染めの技術が、
江戸時代から今に受け継がれています。

奥会津博物館では、当時の茅葺屋根の染屋を敷地内に移築・保存することで、
その技術を体験できる環境を整えています。

先人たちから受け継いだ技を体験し、自分だけの〝１枚〟を作ってみませんか。

①藍を好きな模様に染めるため、輪ゴムでしっ
　かり留め、軽く水洗いする。

②原料に２回浸してから、藍が生地に馴染む
　よう、１５分くらい手もみする。

③敷地内を流れる小川で水洗いする。

④広げて干す。 ⑤さまざまな模様に染め上がりました。

≪藍染め体験の手順≫

【体験料金（要申込み）】

ハンカチ１枚　１,０００円

手ぬぐい１枚　１,０００円

バンダナ１枚　１,３００円

【問合せ】

奥会津博物館

電話０２４１-６６-３０７７

家庭教育応援リーダー育成事業　家庭教育支援者南会津地区研修会第１弾

講師 Profile

横田 智
さ と し

史 氏　㈱ペンギンエデュケーショ代表取締役

　大学卒業後、 障がい者教育に携わり、その後学習塾の塾長

を務める。現在は宮城県、福島県にある計８つの保育園を経

営。保育・教育現場のマネージメント業務の傍ら、講演活動

などを通じた子育て支援を行っている。ＮＰＯ法人ファザー

リング・ジャパン東北代表理事。

主催：福島県教育委員会

日時　９月４日（水）午後６時～午後７時３０分

場所　御蔵入交流館　多目的ホール　　　　　　

午後５時４０分　開場

午後６時　　　　開会

午後６時１０分　講演

　　　　●演題「子育てができる人は、仕事もできる!!」

　　　　●講師　横田 智史 氏　㈱ペンギンエデュケーション代表取締役

午後７時３０分　閉会

興味のある方ならどなたでも!!

タイムスケジュール

対　象　者

入場
無料

子
育
て
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
に
出
会
え
る
貴
重
な
体
験
「
育
児
」
は
、
毎
日
新
し

い
発
見
が
い
っ
ぱ
い
！

　

も
っ
と
素
敵
な
パ
パ
に
な
れ
る
イ
ク
メ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
、
ぜ
ひ
ご
家
族
み
な

さ
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

パ
パ
が
ま
ん
な
か
！

イ
ク
メ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

参
加
者
募
集

主
催
／
福
島
県
・

（公財）
福
島
県
青
少
年
育
成
・
男
女
構
成
推
進

　
　
　

機
構
（
ふ
く
し
ま
結
婚
・
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
）

【
日
時
】

　

９
月
８
日
（
日
）午
前
10
時
～
正
午

【
会
場
】

　

御
蔵
入
交
流
館　

健
診
ホ
ー
ル

【
内
容
】

①
助
産
師
の
お
話
し

②
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

※
今
回
は
パ
パ
が
体
験

※
プ
レ
パ
パ
・
プ
レ
マ
マ
は
、
ベ
ビ

　

ー
人
形
で
体
験

③
助
産
師
を
囲
ん
で
意
見
交
換
・

　

相
談
会

【
対
象
者
】

①
生
後
２
か
月
か
ら
１
歳
く
ら
い
ま

　

で
の
お
子
さ
ん
と
、
パ
パ
を
含
む

　

ご
家
族

②
こ
れ
か
ら
出
産
を
迎
え
る
、
プ
レ

　

パ
パ
・
プ
レ
マ
マ

※
20
家
族
限
定
で
す
。
申
込
み
多
数

　

の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

【
参
加
料
】

　

無
料

【
申
込
方
法
】

　

福
島
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

福
島
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
内

「
パ
パ
が
ま
ん
な
か
！
イ
ク
メ
ン
セ

ミ
ナ
ー
事
務
局
」

電
話
０
２
４
（
９
３
４
）
６
１
２
０

（
平
日
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
）

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://www.f-living.co.jp/

　

index.html

FUKUSHIMA

IKUMEN
PROJECT

親子っていいな
～いつまでも笑顔いっぱいの親子関係を～

男性も
大歓迎!!

笑っている親子

倍増計画中!!
【申込み・問合せ】

福島県教育庁 南会津教育事務所 総務社会教育課
電話０２４１- ６２- ５３６７

◆直接お電話でお申し込みください。
◆申込締切は８月３０日（金）です。

★ 第２弾は１１月４日（月）に予定！ ★

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
で
は
、
「
救
急
の
日
（
９

月
９
日
）
」
と
「
救
急
医
療
週
間
（
９
月
９
日
～
15
日
）
」
に
あ
た
り
、
救

急
医
療
と
救
急
業
務
に
対
す
る
理
解
と
、
応
急
手
当
法
を
普
及
啓
発
す
る

た
め
の
救
急
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
。
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

南
会
津
救
急
フ
ェ
ア
の

ご
案
内

【
日
時
】

　

９
月
７
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

【
会
場
】

　

御
蔵
入
交
流
館

　

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
容
】

①
救
命
に
関
す
る
講
演

②
応
急
手
当
体
験
（
心
肺
蘇
生
法

　

な
ど
。）

③
消
防
車
両
の
展
示

④
防
火
衣
を
着
用
し
て
記
念
撮
影

⑤
児
童
園
児
の
絵
の
展
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
。

【
問
合
せ
】

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部　

警
防
課

電
話
０
２
４
１
（
６
３
）
３
１
１
６

第15回

前回のフェアの様子（応急手当体験）
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７月 会議・行事名
１ 会津縦貫道整備促進期成同盟会

地方要望
２ 総合教育会議
３ 南会津地方町村議会議員大会 /

タウンミーティング（舘岩地域）
４ 会津総合開発協議会役員会 / 清

水寺貫主森清範師との懇談会
５ 輝く子供を育てる事業（清水

寺貫主森清範師講演会）/ 県知
事との意見交換会 / タウンミー
ティング（伊南地域）

７ 消防操法競技南会津町大会
８ 町村長中央研修会
９ 町村長中央研修会
10 那須塩原市長、同市議会議長表

敬訪問
11 県道栗山舘岩線整備促進期成同

盟会総会
12 県道高陦田島線改修促進期成同

盟会総会 / 議員懇談会
14 さいたま市都市観光流促進連絡

協議会懇談会
16 大竹政信氏叙勲伝達式 / 湯田耕

衛氏俳句集「天領」寄贈式 / 県
雪対策協議会総会

17 田島・南会津高等学校統合検討
会議 / 青柳正則氏褒章伝達式

19 栃木西部・会津南道路整備促進
期成同盟会総会

21 会津田島祇園祭お神酒開き
22 会津田島祇園祭祭礼（宵祭例祭、

オープニングセレモニー）/ 友
好都市・交流区町村交流会

24 町議会臨時会 / 会津田島祇園祭
太々御神楽祭 / 中高生海外交流
事業出発式

25 会津総合開発協議会本省庁要望
/ 会津縦貫道整備促進期成同盟
会中央要望

26 国道４０１号改良整備促進期成
同盟会総会・中央要望

27 会津高原たていわ夏まつり
29 国道３５２号改良工事促進期成

同盟会総会
30 国道２８９号線建設期成同盟会

正副会長会議
31 課長会議 / 若者定住応援プログ

ラム交付金交付式

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 61

相
　
談

くらしの情報
local   life   Information

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

そ
の
他

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

８
月
19
日
（
月
）・
21
日
（
水
）・
26
日
（
月
）・

　

28
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

日
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

℡ 場問

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
コ
ー
ス

　
（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
）

　

10
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日
ま
で（
６
か
月
間
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

15
人　
　

無
料　
　

９
月
18
日
（
水
）

　

選
考
日 

９
月
20
日
（
金
）
午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

料

日 内対定 場注

締

℡ 問

「
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
で
父
親
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者

の
遺
児
を
対
象
に
、
旧
戦
域
を
訪
れ
て
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
住
民
と
友
好
親

善
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
10
万
円
で
、
平
成
30
年
度
の
参
加

者
を
除
き
、
複
数
回
の
応
募
が
可
能
で
す
。

　

日
程
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
広
域
地
域
】

①
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島　

②
ボ
ル
ネ
オ
・

マ
レ
ー
半
島　

③
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１
次
・
２
次
）

④
マ
ナ
リ
ア
諸
島　

⑤
ミ
ャ
ン
マ
ー　

⑥
台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡　

⑦
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島　

⑧

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島　

⑨
中
国

【
特
定
地
域
】

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

②
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア　

③
ミ
ャ
ン
マ
ー

　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　

０
３
（
３
２
６
１
）
５
５
２
１

℡ 問

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
学
校
で
の
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内

で
の
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
、
電
話

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

８
月
29
日（
木
）～
９
月
４
日（
水
） 

７
日
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
８
月
31
日
（
土
）
と
９
月
１
日
（
日
）
の
両

　

日
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

　
　

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

　

強
化
週
間
以
外
の
日
（
土
日
祝
日
を
除
く
。）

　

で
も
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

　

ま
で
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

福
島
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

　

０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
９
４

℡ 問 日℡他

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）の

退
職
金
請
求
を
を
お
忘
れ
な
く

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
と
き
に
、
林

退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職
後
に

退
職
金
の
請
求
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

林
業
退
職
金

　

共
済
事
業
本
部

　

〒
１
７
０
―

８
０
５
５　

東
京
都
豊
島
区
東

　

池
袋
１
の
24
の
１　

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　

０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
９

　

０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
９
０

　

http://rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

問℡HP Ｆ

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業
の

ご
案
内

　

高
齢
者
が
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
働
く
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
実
現
し
、
人
手
不
足
や
現
役

世
代
を
支
え
る
分
野
で
の
就
業
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
の
高
齢
者
の
関
心
が
高
い
分
野
を
中

心
に
、
地
域
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

就
業
に
役
立
つ
技
能
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

　

９
月
３
日
（
火
）
～
６
日
（
金
）
４
日
間

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

　

あ
た
ご
館（
田
島
字
後
原
甲
３
５
８
６
の
１
）

　

介
護
・
生
活
支
援
基
礎
講
習

　

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
ダ
ー
で
就
業
を
希
望

　
　

す
る
60
歳
以
上
の
方
で
、
現
在
シ
ル
バ
ー

　
　

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
な
い
方

　

・
全
日
程
参
加
で
き
る
方

　

10
人　
　

無
料　
　

８
月
23
日
（
金
）

　

（公社）
南
会
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
１
（
６
４
）
５
１
０
０

　

（公社）
福
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

０
２
４
（
５
２
１
）
６
０
８
１

内対℡ 日

料

場申

締

定℡ 問

　

返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
て
お

悩
み
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
、
財
務
省
福
島
財

務
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
返
済
に
関
す

る
助
言
や
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
や
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
貸
金
業

を
営
む
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
業
者
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登
録
状
況

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
、
不
正
に
利
用
さ
れ

て
い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

日

　

財
務
省 

福
島
財
務
事
務
所 

理
財
課　

　

０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４

　

※
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

http://tohoku.m
of.go.jp/b2_kinyu/03_

　

kashikin/soudanm
adoguchi.htm

l

　

※
メ
ー
ル
相
談
専
用
サ
イ
ト

問℡HPご
活
用
く
だ
さ
い
！

「
出
前
講
座
」で
財
政
を
学
ぼ
う

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど
に

お
伺
い
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
出
前
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
講
座
の
テ
ー
マ
】

①
一
般
向
け

「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ
う
！
」

「
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
」

「
最
近
の
県
内
経
済
情
勢
」

②
高
齢
者
向
け

「
う
ま
い
話
に
ご
用
心
！　
～
金
融
犯
罪
被
害

に
あ
わ
な
い
た
め
に
～
」

「
一
緒
に
考
え
よ
う
！　

日
本
の
お
さ
い
ふ
ク

イ
ズ
」

③
学
生
向
け

●
高
校
生
「
お
金
に
関
す
る
基
礎
知
識
」

●
中
学
生
「
国
の
お
財
布
を
毎
月
の
お
小
遣
い

　
　
　
　
　

に
例
え
る
と
・
・
・
」

●
小
学
生
「
マ
ネ
ー
ク
イ
ズ
、
お
こ
づ
か
い
帳

　
　
　
　
　

を
つ
け
よ
う
！
」

　

財
務
省 

福
島
財
務
事
務
所 

総
務
課

　

０
２
４
（
５
３
５
）
０
３
０
１

問℡
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健康通信
Health Information

●乳幼児健康相談
日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

８月29日（木） １歳児健康相談 13：30～13：45 健診ホール
（御蔵入交流館内） 平成30年６月～９月生まれ

月日 病　　院　　名 電　話
８月11日 朝 日 診 療 所（只　見　町） 0241-84-2221
　　18日 高 橋 医 院（南会津町） 0241-62-0040
　　25日 佐 藤 医 院（下　郷　町） 0241-67-2134
９月１日 芳 賀 医 院（下　郷　町） 0241-67-2128
　　８日 長 谷 川 医 院（南会津町） 0241-62-0032
　　15日 馬 場 医 院（南会津町） 0241-62-0141
　　22日 な か や ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-73-2036
　　29日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

８ ・ ９月の日曜当番医
ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者
８月21日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成31年４月生まれ
９月11日（水） ３歳６か月児健診 平成28年２月～３月生まれ
９月18日（水） ３～４か月児健診 令和元年５月生まれ
９月20日（金） ２歳児歯科健診 平成29年３月～４月生まれ
９月25日（水） １歳６か月児健診 平成30年２月～３月生まれ

健康通信
Health Information

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

渡部 壮
そ う し

志 くん

（田島）

大竹 彩
い ろ は

華 ちゃん

（田島）

湯田 ひま璃
り

 ちゃん

（田島）

君島 唯
ゆ い か

華 ちゃん

（田島）

保科 心
こ は る

春 ちゃん

（田島）

糠谷 心
こ こ ね

希 ちゃん

（伊南）

湯田 紗
さ あ や

礼 ちゃん

（田島）

五十嵐 麻
ま お

央 ちゃん

（田島）

渡部 瑛
え い と

斗 くん

（田島）

胃がん施設検診（内視鏡検査）の受診期限にご注意ください
受診が済んでいない方は、指定医療機関へ予約の上、期限内に受診してください。
なお、新たに胃がん施設検診を希望される方は、健康福祉課健康増進係までお問い合わせください。
　　　　　【受 診 期 限】　令和元年９月３０日（月）
　　　　　【対 象 者】　令和２年３月３１日時点で、５０歳以上の偶数年齢の方
　　　　　【指定医療機関】　●南会津町：県立南会津病院、きむらクリニック、なかやクリニック
　　　　　　　　　　　　　●下郷町：佐藤医院、芳賀医院　　●只見町：朝日診療所

【問 合 せ】　健康福祉課 健康増進係　電話０２４１- ６２- ６１７０　　

健診結果をご報告ください ～特定健診未受診者対策事業のお知らせ～

　町では、特定健診受診率の向上と、医療費や国民健康保険料
の抑制、生活習慣病の発症・重症化予防を目指して、新たに「特
定健診未受診者対策事業」を始めます。
　医療機関などで健診を受診し、条件を全て満たした方に対
して、特典として町商業振興協同組合商品券（１, ０００円分）
を交付します。
　関係書類をお持ちいただき、健診結果を報告してください。

【問合せ】健康福祉課 健康増進係　　　 電話0241-62-6170
　　　　　舘岩総合支所 町民課 住民係　電話0241-78-3325
　　　　　伊南総合支所 町民課 住民係　電話0241-76-7713
　　　　　南郷総合支所 町民課 住民係　電話0241-72-2225

【対象者】　次の①～④を全て満たしている方
①健診を受診した時点で国民健康保険に加入している４０歳～
　７４歳の町民の方
②町が実施している特定健診を受診しない方（医療機関などで
　健診を受診した方）
③特定健診にかかる基本的な項目を全て受診した方
④受診した健診の結果を町へ提出することに同意する方

【手続の方法】
①健診結果に関する書類を、問い合わせ先の窓口へお持ちいた
　だき申請してください。その際に保険証もご持参ください。
②申請書類を確認後、審査結果に関する通知をお送りします。
　対象の場合は、通知書と印鑑を持参の上、問い合わせ先の窓
　口へ再度お越しください。

心の健康相談のお知らせ
　眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認知
症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
　話すことで楽になることもあります。秘密は厳守します
ので、安心してご相談ください。

期　日 ８月２０日（火）
時　間 １３：３０～１５：００
場　所 南会津保健福祉事務所（南会津保健所）

その他
・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所（南会津保健所）保健福祉課
　　　　　電話０２４１- ６３- ０３０５

乳がん検診の日程を追加します
　受診をするには予約が必要です。
　まだ受診が済んでいない方で希望される場合は、お問い合わせく
ださい。

【追加日程】

【対　象　者】本年度中に、次の①から③に該当する方
　　　　　  ①４０代の方（視触診＋マンモグラフィー２方向）
　　　　　  ②５０代の方（視触診＋マンモグラフィー１方向）
　　　　　  ③６０代の方（マンモグラフィー１方向）
　　※人数に限りがありますので、お早めにお申し込みください。

【問　合　せ】健康福祉課　健康増進係　電話０２４１- ６２- ６１７０

追加日 受付時間 場　所

９月２４日
（火）

午前９時～午前１０時 健診ホール
(御蔵入交流館）午後１時～午後１時３０分
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

◆子どもたちも待ちに待った〝夏休み〟に突入し、３週

　間が過ぎようとしていますが、宿題は順調ですか。

◆「すぐにやる」「計画的に片付ける」「最後の１週間が

　勝負！」、皆さんはどのパターンでしょう。

◆気が付くと、あっという間に終わってしまう夏休み。

　机に向かって集中する時間も大切にしましょう。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和元年８月１日現在

総人口 １５, ４４１ 人 （－２２）
男 ７, ５６２ 人 （－１４）
女 ７, ８７９ 人 （－　８）

世帯数 ６, ６４４ 世帯 （－　４）
※（　）内は前月比　

お
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ぶ
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田
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さ
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の
よ
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まちの文芸

【一般図書】
会津のブナ林に遊び＆学ぶ　　　　坪田　和人　著

子どもの本のもつ力　　　　　　清水　真砂子　著

中村元の全国水族館ガイド１２５　　中村　元　著

不思議だらけカブトムシ図鑑　　　　小島　渉　著

わが人生に悔いなし　　　　　　なかにし　礼　著

獣の牢番　　　　　　　　　　　　久我　有加　著

ぬるくゆるやかに流れる黒い川　　櫛木　理宇　著

カリスマｖｓ .溝鼠　　　　　　　新堂　冬樹　著

マタタビ町は猫びより　　　　　　田丸　雅智　著

絶壁建築めぐり　　　　　　　　　飯沼　義弥　著

そうめんの本　　　　　　　　　　市瀬　悦子　著

ナチュラルおそうじ大全　　　　本橋　ひろえ　著

奇跡の朗読教室　　　　　　　　斉藤　ゆき子　著

福島マスコミＯＢ文集Ｐａｒｔ４０　　　　　　　

工場見学社会科見学〔２０１９〕　　　　　　　　

【児童図書】
お金のことがよくわかる事典　　　岡本和久　監修

ハエトリグモ　　　　　　　坂本　昇久　写真・文

ぼくんちの海賊トレジャ　　　　　柏葉　幸子　作

アトリと五人の王　　　　　　　　菅野　雪虫　著

鬼遊び〔２〕　　　　　　　　　　廣嶋　玲子　作

気づかなければよかった恐ろしい話　結木　礼　著

そうめんソータロー　　　岡田　よしたか　作・絵

きょうふのしりとり　　　　　　　武田　美穂　作

どっちからよんでも　　　　　　　本村　亜美　文

龍造寺隆信　　　　加来　耕三　企画・構成・監修

つるつるプール　　　　　　　えぐち　よしこ　作

もみの木　　　　　　　　　　　せな　けいこ　絵

手と手をぎゅっとにぎったら　　　横田　明子　作

新 着 本 の ご 案 内

９月 （Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

８月 （Ａｕｇｕｓｔ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

イベントのご案内

≪おはなし会≫

テーマ 「スイカ」 「ふしぎ」

開催日 ８月１７日（土） ９月２１日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象
どなたでも参加できます。

（内容は幼児～小学校低学年向け。）

※申し込み不要です。直接会場にお越しください。

おすすめ図書の紹介

おもしろい！ 進化のふしぎ

もっと ざんねんな いきもの辞典
（高橋書店）

【監修】今泉 忠明 ／【絵】下間 文恵 ほか

※「ざんねんな いきもの辞典」シリーズは、図書館に

　備えてあります。ぜひお読みください。

　・ざんねんないきもの辞
じ て ん

典（２０１６年）

　・続
ぞく

ざんねんないきもの辞
じ て ん

典（２０１７年）

　・続
ぞくぞく

々ざんねんないきもの辞
じ て ん

典（２０１８年）

　生
い

き物
もの

のことがもっ

と知
し

れて好
す

きになる！

　敵
てき

におそわれるとは

だかになるウロコヤモ

リ、キュウリを見
み

ると

　 超
ちょう

おどろくネコ・・・。

　「すごいけどざんね

ん」「体
からだ

がざんねん」

「生
い

き方
かた

がざんねん」「能
のうりょく

力がざんねん」な

生
い

き物
もの

たちをイラストで紹
しょうかい

介。

　笑
わら

えて、ちょっとためになる本
ほん

です。

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。
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消
防
操
法
競
技
南
会
津
町
大
会

【 出 場 選 手 】
●ポンプ車操法の部

所　属

任務分担

第１支団
第１分団第５部

（長野）

第１支団
第２分団
（混成）

第１支団
第３分団第２部

（川島）

第２支団
第１分団
（混成）

第２支団
第２分団
（混成）

第２支団
第３分団
（混成）

指揮者 大竹　伸彦
（班長）

星　　智仁
（班長）

齋藤　　猛
（団員）

星　　祐治
（部長）

小杉　和孝
（団員）

酒井　崇光
（団員）

１番員 大竹　真吾
（団員）

星　　恒典
（班長）

高倉　駿平
（団員）

星　　琢磨
（団員）

須江　亮太
（団員）

辺見　　亮
（部長）

２番員 大竹　弘樹
（団員）

佐藤　善宣
（班長）

湯田　和樹
（団員）

星　健志郎
（団員）

馬場　恭章
（団員）

五十嵐太介
（団員）

３番員 湯田　靖規
（団員）

佐藤　智幸
（団員）

山越　隼人
（団員）

齋藤　大也
（団員）

馬場　貴大
（団員）

五十嵐貴次
（団員）

４番員 大竹　智樹
（団員）

柴崎　一成
（団員）

芳賀　和英
（団員）

赤松　了太
（団員）

大竹　　聡
（部長）

目黒　　拓
（班長）

補充員 渡部　浩一
（団員）

湯田　典大
（団員）

広野　雅洋
（団員）

芳賀　　敦
（部長）

鈴木　隆徳
（部長）

五十嵐久元
（団員）

●小型ポンプ操法の部
所　属

任務分担

第１支団
第１分団第６部

（田部）

第１支団
第２分団
（混成）

第１支団
第３分団第５部

（古今）

第２支団
第１分団第５部

（伊与戸・森戸・熨斗戸）

第２支団
第２分団
（混成）

第２支団
第３分団
（混成）

指揮者 湯田　浩和
（団員）

星　　孝幸
（団員）

渡部　裕介
（部長）

湯田　　真
（団員）

渡部　英男
（部長）

星　　泰広
（団員）

１番員 星　　裕都
（団員）

湯田　周平
（団員）

広野　真和
（班長）

星　　拓也
（団員）

菅家　大善
（部長）

月田　祥拓
（団員）

２番員 湯田　浩史
（団員）

山田　佳幸
（団員）

室井裕次郎
（団員）

星　　恵多
（団員）

河原田健一
（部長）

平野　智之
（団員）

３番員 星　孝多郎
（団員）

君島　義隆
（団員）

大竹　喜成
（団員）

星　　勝大
（団員）

新国　正典
（団員）

平野　泰正
（団員）

補充員 渡部　喜文
（団員）

鈴木　健彦
（団員）

広野　恵大
（団員）

阿久津弘三
（団員）

鈴木　博樹
（班長）

近藤　光一
（団員）

　

７
月
７
日
、
消
防
操
法
競

技
南
会
津
町
大
会
が
、
会
津

高
原
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
の

駐
車
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
と
も
、
日
々
の

訓
練
の
成
果
を
い
か
ん
な
く

発
揮
。
優
劣
の
な
い
操
法
技

術
を
披
露
し
な
が
ら〝
優
勝
〟

と
い
う
頂
点
を
目
指
し
て
競

い
合
い
ま
し
た
。

ポンプ車操法の部 優勝
第１支団第１分団第５部（長野）

小型ポンプ操法の部 優勝
第１支団第１分団第６部（田部）

【
大
会
成
績
】

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

①
第
１
支
団

　

第
１
分
団
第
５
部（
長
野
）

②
第
１
支
団

　

第
２
分
団
（
混
成
）

③
第
１
支
団

　

第
３
分
団
第
２
部（
川
島
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

①
第
１
支
団

　

第
１
分
団
第
６
部（
田
部
）

②
第
１
支
団

　

第
２
分
団
（
混
成
）

③
第
１
支
団

　

第
３
部
団
第
５
部（
古
今
）

　

競
技
の
結
果
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
は
第
１
支
団
第
１

分
団
第
５
部
（
長
野
）
が
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
は
第

１
支
団
第
１
分
団
第
６
部

（
田
部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
両
チ
ー
ム
は
、

来
年
の
南
会
津
地
方
大
会
に

町
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。


